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卒業要件
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授業科目区分 必要単位数

文系教養科目 13単位

英語科目 9単位

理工系教養科目 14単位

第二外国語科目 4単位

系で定める単位 次ページ

計 124単位

それぞれの授業科目区分で細かい条件があるので，入学年度の「学士
課程学修案内」を参照すること。
https://www.titech.ac.jp/enrolled/life/resources/

全学共通の要件（概要）



融合理工学系の卒業要件
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1. 付表中の科目のうち，系専門必修科目（◎）30単位を全て
修得していること。

2. 付表中の科目のうち，研究関連科目の「研究プロジェクト」と

「学士特定課題研究」を修得していること。

1. 付表中の科目のうち，専門科目群から50単位以上修得して
いること。

2. 合計124単位以上を修得していること。



学士特定課題研究
• 目的：特定のテーマについて理論，実験，調査，計画等の諸手段を総合し

，それまでに養成した学力を結集して専攻科目をより深く理解し，あわせて

研究のまとめ方，報告書の作成及び発表の方法等を修得すること。

• 研究題目など具体的な内容は指導教員と相談する。

• 学士特定課題研究は教務Webから申請する。締切4月23日。

• ４年生の１Qまたは３Qから着手する。６か月間以上。

• 研究報告書を指導教員に提出する。

– 研究報告書のフォーマットを定めるので，それに従うこと。

– 研究倫理教育チェックリストを提出する。

• 8月と2月に開催する研究発表会で，発表・質疑討論を行う。
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学士特定課題プロジェクト

• 目的：学士特定課題研究を終えた後，学士特定課題研究をさらに深

める。

• 原則として，特定課題研究と同じ研究室に所属して実施する。

• ただし，修士課程入試に合格して指導教員が決まっており，学士特

定課題研究の指導教員と異なる場合，希望すれば主指導教員とし

て実施できる（単独指導も可） 。

• 上記以外の理由で，学士特定課題プロジェクトを実施する研究室を

変更したい場合は，指導教員および系主任教員と相談すること。

• 提出物や発表などは系としては規定せず研究室ごとに定めるので，

詳細は指導教員に尋ねること。
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時間割
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時間割（学内向けウェブサイト）：

http://www.tse.ens.titech.ac.jp/ja/informationb/

• 一部，講義名および開講時期が，2020年度と2021年度で
異なる。科目読み替え表を確認すること。

• 新型コロナウイルス感染拡大による影響で，変更される可
能性があるので注意すること。

http://www.tse.ens.titech.ac.jp/ja/informationb/


掲示板
大岡山南6号館南側玄関内

学内向けウェブサイト
http://www.tse.ens.titech.ac.jp/ja/
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• 融合理工学系所属学生への連絡。
• 時間割の最新情報はこのウェブサイトで確認。
• 発表会等のアナウンス。
• 年間予定。

http://www.tse.ens.titech.ac.jp/ja/
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• レベル1： 学士課程1年次から学士課程3年次（学士特定課題研究開始前）

• レベル2： 学士課程4年次（学士特定課題研究開始後）から修士課程

• レベル3： 博士後期課程

倫理教育

教養科目
◎東工大立志プロジェクト（LAH.C101）
〇科学技術倫理A，同B，同C（LAH.T105，T206，T305）
〇科学・技術の最前線（LAS.F101）

専門科目
〇科学・技術の創造プロセス【環境・社会理工学院】（XES.P101）
〇環境・社会理工学院リテラシ（XES.A101）
◎研究プロジェクト（TSE.Z381）
◎学士特定課題研究（TSE.Z389）



全学的な研究倫理教育

−東京工業大学における取り組み−

教育・国際連携本部 研究倫理教育
http://www.eduplan.titech.ac.jp/w/creative_subject/ethic_student/

http://www.eduplan.titech.ac.jp/w/creative_subject/ethic_student/
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（研究者の基本的責任）
1 研究者は、自らが生み出す専門知識や技

術の質を担保する責任を有し、さらに自らの
専門知識、技術、経験を活かして、人類の健
康と福祉、社会の安全と安寧、そして地球環
境の持続性に貢献するという責任を有する。

東工大「研究者等の行動規範」

日本学術会議「科学者の行動規範」、第一条（科学者の基本的責
任）も同様の文章



東工大RCR教育の特徴
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• 達成すべき目標群に三つのレベルを設定

レベル１（学部１〜3年）ーBasic
レベル２（学部４年〜修士2年）ーAdvanced
レベル３（博士課程）ーMore Advanced

• 14の学習・教育目標を４カテゴリーに分類

1. 学術における誠実性
2. 研究者の役割と社会的責任
3. 責任ある研究活動
4. ポリシー・規則の遵守

• 教育の方法については、トップダウンで全学的な科目の設置などを行
うのではなく、各学院・系の自主性を尊重し、自由度を確保



研究倫理に関する14の学習・教育目標

1. 学術における誠実性

•a) 東工大生としての視点や自覚を持つ

•b) 倫理的な感受性（すなわち研究や技術の実践における倫理問題を見い

だすことができる能力）を高める

•c) 倫理的問題を解決するためのスキルを修得する

２．研究者の役割と社会的責任

•a) 一般的な研究者の役割と社会的責任を理解する

•b) 自らの所属する分野での倫理について理解する

３．責任ある研究活動

•A) 責任ある研究活動の推進及び研究不正の防止についての知識・理解（5小目標）

•B) 責任ある研究活動におけるデータの扱い方に関する知識・理解

•C) オーサーシップの意味と重要性に関する理解

•D) 責任ある研究活動を推進するために必要な環境の整備に関する知識と態度（3小目標）

４．法令の遵守

•A) 責任ある研究活動を行うために必要な法令・ポリシーなどに関する知識・理解（6小目標）

•B) 研究不正への対応に関する規則やポリシーについての知識・理解

•C) 共同研究に関する規則やポリシーについての知識・理解

•D) 利益相反についての知識・理解

•E) 研究費の適切な利用
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授業科目など オンライン教育 研究室での教育 その他

レベル
１

• 授業科目：「東工大立志プ
ロジェクト」（100番台必
修）

• 「科学技術の最前線」（100
番台事実上必修）

• 「科学技術倫理A、B、C」
（100番〜300番台選択）

• 「教養卒論」（300番台必
修）

• 「初年次専門科目」「系専
門科目」

• 「実験を行う科目」

• 東工大SPOC
• 日本学術振興（JSPS）、

研究倫理eラーニング
コース（el_CoRE）

N.A.

• 学院・系単位で行
うガイダンスやオ
リエンテーション

• ポリシーや行動規
範などの関連情報
を整理した学内研
究公正ポータルサ
イト

• 放送大学「新しい
時代の技術者倫
理」

レベル
2

• キャリア科目群：「キャリ
アデザイン」、「技術者の
倫理」など（400〜500番台
選択必修）

• 「科学者の倫理」（400番
台選択必修）

• 「文系エッセンス２ 科学
技術倫理」（400番台選択
必修）

上記に加え、

研究公正推進協会、
APRIN eラーニングプロ
グラム (旧CITI Japan)

• 研究の現場での
倫理教育

• 科学技術振興機
構、研究倫理教
育用の映像教材
『THE LAB』、を
活用した教育

• チェックリスト
の活用

同上

レベル
3

キャリア科目群：「キャリア
デザイン」、「科学者・技術
者の倫理」など（600番台選択
必修）
リベラルアーツ科目群：
「先端教養」、「学生プロ
デュース」（600番台必修）

同上

上記に加え、

研究室内での倫理
指導体験

同上

教育方法（大学として備えている研究倫理に関する授業科目、教育支援ツール等）
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チェックリストによる評価
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【チェックリストの考え方】

１．チェックは、学生自身が行い、それを指導教員が確認をする。（研究室ごとに最低毎年
１回実施する。）科目履修履歴については、教務WEBシステムによる確認とする。

２．各項目について、署名、履修履歴、各研究室での活動という”行為”を軸にチェックす
る。記載している確認方法は例示であり、それ以外の行為においても教育目標を満たせ
ば、チェック欄にチェックして良い。 （例えば、「THE LAB」を用いてディスカッションを多数行
い、2-a)研究者の役割と社会的責任を理解している → チェック可）

●の事項については、履修する中でクイズ形式やレポート又はテスト等で知識の定着確
認が可能なもの。

◆の事項については、研究室活動の中で、研究倫理に関して話し合う場を設けるなどに
より、質問・確認する必要があるもの。

なお、研究室活動における研究倫理教育の材料などは大学からも提供する。（THE LAB
や、SPOCなど。）

3．レベル２はレベル１を、レベル３はレベル２を包含している。（レベル２を満たせばレベル
１を満たす。）



チェックリストによる評価
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チェックリストによる評価
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教育方法
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【ガイダンス・オリエンテーション・講義】

• 学院・系・コースでのガイダンスやオリエンテーショ
ン

• 学院・系・コース単位で実施される研究倫理に関連
する講義やセミナー

【オンライン教育】
• 日本学術振興会研究倫理eラーニングコース[eL

CoRE]
• 研究公正推進協会APRIN eラーニングプログラム

(旧CITI Japan)
• 東工大SPOC科目「東工大の科学技術倫理」（edX）



e-Learning Course on Research Ethics [eL CoRE] by JSPS

18URL: https://elcore.jsps.go.jp/top.aspx



いわゆる「グリーンブック」

19



20



東工大SPOC「東工大の科学技術倫理」
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Case Method用教材 「The Lab」

科学技術振興機構（JST）:  米国
保健福祉省（HHS; Department of 
Health and Human Services）の研
究公正局（Office of Research 
Integrity）が開発した研究倫理啓
発教材DVD(The Lab）の全ストー
リーの翻訳が完了。平成27年4
月に日本語版公開。
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「The Lab」の特色

1. インターアクティブである。（能動的学習・
疑似体験が可能。）

2. 各ステークホルダー（研究公正責任者
（RIO）、研究代表者、ポスドク、大学院生）
の立場で、具体的な問題を検討できる。

3. 意思決定と行動の結果によって、異なっ
た顛末となる。

4. 優れた意思決定がもたらす結果も描かれ
ている。

5. 研究者として持つべき価値観や品性など
を学ぶことができる。

6. 倫理的意思決定の手法を学ぶことができ
る。

7. すでに、中国語、スペイン語に訳されてお
り、国際比較や国際的な討議も可能であ
る。 23
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東京工業大学の使命

大学は，将来，工業技術者，工業経営者，理工学
の研究者，教育者として指導的役割を果たすこと
ができる有能善良な公民を育成する目標のもと
に，これに必要な一般的教養と専門的知識とを学
生に修得させるとともに，理学及び工学に関する
理論と応用を研究し，その深奥を究めて科学と技
術の水準を高め，もって文化の進展に寄与し，人
類の福祉に貢献することをその目的及び使命とす
る。

国立大学法人東京工業大学組織運営規則、第2条第2節
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（研究者の基本的責任）
1 研究者は、自らが生み出す専門知識や

技術の質を担保する責任を有し、さらに自ら
の専門知識、技術、経験を活かして、人類の
健康と福祉、社会の安全と安寧、そして地球
環境の持続性に貢献するという責任を有す
る。

東工大「研究者等の行動規範」（再掲）

日本学術会議「科学者の行動規範」、第一条（科学者の基本的責
任）も同様の文章



「東京工業大学における研究者等の行動規範」（平成20年制定、平成25年改訂）

26
https://www.titech.ac.jp/about/policies/efforts/activities/pdf/koudou_pamphlet_201910.pdf

https://www.titech.ac.jp/about/policies/efforts/activities/pdf/koudou_pamphlet_201910.pdf
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